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総
務
省
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
に
お
け
る
検
察
庁
の
裏
金
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
に
関
す
る
第
三
回
質
問

主
意
書

本
年
二
月
十
七
日
、
原
口
一
博
総
務
大
臣
は
、
総
務
省
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
（
以
下
、
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
の

第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
「
検
察
の
裏
金
に
つ
い
て
も
全
部
オ
ー
プ
ン
に
し
、
行
政
評
価
す
る
よ
う
省
内
に
指
示
し
た
。
聖
域

な
く
や
る
」
旨
述
べ
、
ま
た
終
了
後
、
記
者
団
に
対
し
「
検
察
に
裏
金
が
あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
全
省
庁
を
対
象
に
調
査
に

着
手
す
る
。
新
政
権
に
な
り
、
今
ま
で
の
垢
を
全
部
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
担
当
部
局
に
実
態
調
査
を
指
示
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
右
に
つ
き
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
三
〇
号
）
で
は
、
「
本

年
二
月
十
七
日
に
総
務
大
臣
の
主
宰
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
に
お
い
て
、
行
政
評
価
局
に
よ
る
調
査

を
検
討
中
で
あ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
『
法
令
遵
守
（
会
計
経
理
の
適
正
化
等
）
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
国
の
行
政
機
関
全
体
を
対
象
に
、
不
適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
等
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
総
務
省
に
お
い
て
、
調
査
の
実
施
時
期
や
実
施
方
法
等
を
含
め
、
検
討
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
四
三
号
）
及
び
「
前
々

回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
八
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一



一

「
検
討
会
」
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
本
年
二
月
十
七
日
に
総
務
大
臣
の
主
宰
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
に
お
い
て
、
行
政
評
価
局
に
よ
る
調
査
を
検
討
中
で
あ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、

『
法
令
遵
守
（
会
計
経
理
の
適
正
化
等
）
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
国
の
行
政
機
関
全
体
を
対

象
に
、
不
適
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
等
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
に
お
い
て
、
同
検
討
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
調
査
の
実
施
時
期
や
実
施
方
法
等
を
含
め
、
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
「
検
討
会
」
に
お
け
る
議
論
は
ど
の
様
な
進
捗
状
況
を
見
せ
て
い
る
の
か

と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
『
法
令
等
遵
守
（
会
計
経
理
の
適
正
化
等
）
』
に
つ
い
て
は
、
本
年
二
月
十

七
日
及
び
三
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
行
政
評
価
機
能
強
化
検
討
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
同
年
四
月
十
三
日
に
総
務

大
臣
が
決
定
の
上
公
表
し
た
『
行
政
評
価
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
に
行
政
評
価
局
が
実
施
す
る
調

査
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
盛
り
込
み
、
国
の
行
政
機
関
全
体
を
横
断
的
に
対
象
と
し
た
、
不
適
正
な
会
計
経
理
の
防
止
対

策
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容
や
効
果
、
不
適
正
な
会
計
経
理
に
関
す
る
内
部
監
査
の
実
施
方
法
や
実
施
内
容
等
の
調
査
に

既
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
末
を
目
途
に
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
予
定
で
あ

二



る
。
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
調
査
の
実
施
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
行
政
機
関
全
体
に
対
し
、

「
検
討
会
」
が
自
ら
そ
れ
ぞ
れ
不
適
正
な
会
計
経
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
否
か
、
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
訳
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
お
い
て
自
ら
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
講
じ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
内
容
や
効
果

が
適
正
か
否
か
を
、
「
検
討
会
」
が
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
右
答
弁
に
は
、
右
調
査
の
結
果
は
本

年
六
月
末
を
目
処
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
、
調
査
の
進
捗
状
況
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
検
討
会
」
の
調
査
の
対
象
と
な
る
行
政
機
関
の
中
で
、

�

不
適
切
な
会
計
経
理
の
防
止
対
策
の
実
施
を
し
て
い
な
い

�

防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
や
効
果
が
不
十
分
で
あ
る

の
二
点
に
該
当
す
る
機
関
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
ど
の
機
関
が
該
当
す
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
日
付
と
同
月
二
十
一
日
付
の
朝
日
新
聞
の
「
内
部
告
発
」
と
い
う
記
事
に
、
元
大
阪
高
検
公
安
部

長
の
三
井
環
氏
が
実
名
で
検
察
庁
に
お
け
る
調
査
活
動
費
の
裏
金
流
用
を
告
発
し
た
経
緯
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

三



れ
に
は
、
検
察
庁
組
織
に
お
い
て
、
調
査
活
動
費
が
裏
金
に
さ
れ
、
幹
部
職
員
の
飲
食
費
と
し
て
使
わ
れ
る
等
、
流
用
さ
れ

た
事
実
が
あ
る
旨
書
か
れ
て
い
る
。
自
民
・
公
明
政
権
時
に
は
、
検
察
庁
の
裏
金
問
題
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
、
調
査
を
す

る
こ
と
す
ら
必
要
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
鳩
山
由
紀
夫
前
内
閣
に
お
い
て
も
、
千
葉
景
子
法
務
大
臣
は
じ
め
法
務

省
政
務
三
役
は
、
検
察
庁
の
裏
金
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
意
向
を
全
く
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
年
六
月
八
日
、
菅
�

人
内
閣
が
新
た
に
発
足
し
た
が
、
菅
内
閣
と
し
て
、
右
の
検
察
庁
組
織
に
お
け
る
裏
金
問
題
に
つ
い
て
ど
の
様
な
見
解
を
有

し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


